
  

 

2024 年 3 月 19 日 

マレリ、日本の吉見で次世代の車両インテリアのための 
新しいインテリアイノベーションセンターを開設 

 

 
マレリは、日本の埼玉県吉見で新しいインテリアイノベーションセンター（IIC）を開設し、従
来の宮原地区での経験を発展的に受け継ぎました。この新施設は、現在及び次世代車両を対象
とした新しい車両インテリアソリューションの創造を目的として、デザイン主導のイノベーシ
ョンをスピード＠マレリで促進する戦略的な役割を果たします。 
 
マレリのインテリアエクスペリエンス部門社長である藤井司は下記のように語っています。 
「インテリアエクスペリエンスのための新しいイノベーションセンターの設立は、私たちのチ
ームにとって重要なステップです。この先進的な施設は、お客様やパートナーとの革新的な価
値創造をさらに推し進める上で重要な役割を果たすものと確信しています。」 
 
新建屋の面積は 1,420 ㎡、関連するエンジニアとデザイナーが集い、「What’s Next? 新時代の
イノベーション」の創造に向けて、３つの重点的な取り組みを進めます。 
 
3 つの重点取り組み 
IIC では、インテリアエンジニアリング、エレクトリカルエンジニアリング、マテリアルエンジ
ニアリング、そしてインテリアデザインによるハイブリッドなチーム体制で働く環境が整えら
れました。異なる分野の専門家が協力し、互いに着想を与え合い、新たなアイデアやソリュー
ションを生み出します。 
 
IIC は、イノベーションに集中できる環境つくりを目指して設計されました。開発部・製造部と
物理的な距離を保ちつつ、効果的に協力し、創造性を高めます。 
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IIC では、三現主義に基づいたモノづくりを基本として、クレーモデル製作設備や試作作業スペ
ースに加えて VR テクノロジーを備え、実際の製品開発に即したイノベーションを行います。 
 
ICC からの革新は、2024 年の CES で展示されたコックピットコンセプト「デジタルデトック
ス」の創出につながっています。このコンセプトは、キャビンに高品質で持続可能な素材を使
用し、快適な「リビングルーム」環境を提供します。リラックスできるパーソナルな空間を確
保するため、デジタル画面やボタンはスイッチをオフにすると見えなくなり、スタイリッシュ
なパネルの下に隠れたり、コンソールの下に収納されたりします。必要な情報が必要なときに
表示され、機能的で楽しい乗車体験を実現しています。 
 
未来に向けての展望 
IIC の新たなチャレンジは、革新的なアイデアと技術の融合により、次世代のコックピットバリ
ューを創出することです。このビジョンを現実化するために、一連の戦略的な取り組みを進め
ています。 
 
まず、アメリカ、ヨーロッパ、中国、およびその他のマレリのグローバル拠点にあるイノベー
ションチームとの連携を深め、多様な視点と技術の融合を図るために、ワークショップを実施
し、国境を越えた知識交流の場を提供します。 
 
さらに、OEM や他業界と積極的にコラボレーションし、異業種間の技術やアイデアの融合によ
る新たな価値創造を目指します。 
 
また、最新の電子技術と持続可能なマテリアルエンジニアリングを統合し、環境に優しいイノ
ベーションを推進します。 
 
最後に、IIC は、創造的な思考と実験的な挑戦を奨励する文化を育み、メンバーが自由にアイデ
アを提案し、新しい解決策を恐れずに探求できる環境を整えます。 
 
技術とデザインの融合、グローバルなコラボレーション、オープンイノベーション、持続可能
性への注力を通じて、マレリのインテリアエクスペリエンスチームはインテリアデザインと技
術の限界を押し広げ、次世代のパーソナライズされたインテリア体験を創造することを目指し
ています。 
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マレリについて 
マレリは自動車業界をリードするモビリティ・テクノロジー・サプライヤーです。技術革新と卓越した製造にお
いて確固たる実績を持つ当社の使命は、お客様やパートナーとの協力を通じてモビリティの未来を変革し、より
安全で環境に優しく、より良いコネクテッド・ワールドを創造することです。全世界に約 5 万人の従業員を擁す
るマレリは、アジア、アメリカ、ヨーロッパ、アフリカに 170 の施設と研究開発センターを有しています。 

 


